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｢幼児のための健康教育・体育プログラム
はやねちゃん｣の展開とその効果
岩城　淳子§・福田　真奈§
Ⅰ．はじめに
　ここ数年「他者とうまく関われない、生きた体の実感に乏しい子ども」
の存在が指摘され、感情の発散や情緒の安定、身体感覚を開いて磨いてい
く体育などが課題となっている。十分な運動は早寝早起きの生活リズムを
生み出し、幼児の発育発達を促進する。幼児期運動指針１）においても、多
様な動きを経験できる遊び、発達特性に応じた様々な遊びの提供や、毎日
合計60分以上の楽しく体を動かす時間の確保などがあげられている。近頃
の子どもの就寝時刻の遅れは、起床時刻の遅れ、睡眠時間の減少、朝食の
欠食、朝の排便なし、日中の活動量の減少、夕食時刻の遅れ、夜食の摂取
など生活全般に悪循環を生み出すことにつながる。すなわち生活リズムの
安定を図り、基本的生活習慣や運動習慣を獲得させることが、現在の保育
の大きな課題のひとつであるといえるのではないだろうか。
　そこで健康教育教材として、言葉と音を使って子どもの心と体を動かす
ことを目的に楽曲7曲（岩城、2012）2）を作成した。またこれらを視聴覚化
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するため、白鷗大学総合研究所メディアセンターにて ｢幼児のための健康
教育・体育プログラム　はやねちゃん｣３）資料３．を制作した。これはDVD制
作過程やプログラム展開に学生を参画させることで、将来保育者としての
意識や力量を向上させることも目的としている。実際に子どもの健康行動
変容へと結びつけるには、保育者による五感に訴える具体的な伝達方法や
表現力、子どもへの共感などが必要である。そこでこの展開を授業に導入
しその効果を探ることにした。
Ⅱ．目的
　本研究の目的は、学生に対して授業中に健康教育プログラムを導入する
ことによって、どのような効果があるのか、気分は変化するのか、表現力
は向上するのかなどを明らかにすることである。
Ⅲ．方法
１　実験参加者　H大学３年生92名　
　　　平均　20歳8か月，範囲　242〜273ヶ月　
２　実施時期　2012年6月
３　研究方法と手続き
⑴　質問紙（プレテスト）の内容
　プログラム開始前に、統制群・実験群に同様のプレテストを配布した。
質問紙内容は以下の通りである。
1)気分調査票（坂野ら、1994)４)
　気分調査票（坂野ら、1994）とは「緊張・興奮」「爽快感」「疲労感」「抑
うつ感」「不安感」の5因子から構成され、信頼性，妥当性のある尺度であ
る。項目数は40項目で回答は４件法（１．全く当てはまらない　２．当て
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はまらない　３．当てはまる　４．非常に当てはまる）で求めた。
2)子どもの健康生活において重要であると思うもの
　保育所保育指針（2008）5）から、子どもの健康生活において重要である
と考えられるものを6つ取り上げた。項目は　①健康診断や予防接種など
病気を予防すること　②集団生活の中で充実感や安定感を味わうこと　③
基本的生活習慣と生活リズムを確立すること　④事故防止のため環境管理
と安全教育をすること　⑤体を動かす気持ちのよさを体験し自ら動くこと
⑥先生や友達と触れ合い活動を楽しむことの6項目である。回答は5件法
（１．全くあてはまらない　２．あてはまらない　３.どちらともいえない
４．あてはまる　5．かなりあてはまる）で求めた。
3)子どものすこやかな育ちに保育者ができること
　自由記述の記入を求めた。
　以上１）から３）の質問紙はA4，１枚で構成され，15分間の記入後回収
した。
⑵　健康教育プログラムの内容
1)DVDの概要
　7曲から構成されたもので、以下に主なねらいと曲名を示す。
①ウォーミングアップ・基本的動作・言葉を聞き動く「ぐるりんたいそう」
②一日の生活習慣を確認する・人と関わる・運動技能の発達を促進する・
日々の体力を強化する ｢すこやかキッズ｣
③生活リズムを自ら整える・時計に関心を持つ ｢はやねちゃん｣
④クールダウン・空間認知・体の各部分を知る ｢からだ・じゆうじざい｣
⑤人と関わる・スキンシップ・アイコンタクト ｢どんぐりまーけっと｣
⑥楽しく食べる・配膳の位置確認・食品と五原味を知る「バランスごはん」
⑦　②の英語版 ｢Mighty Kids｣
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　いずれも子どもの健康領域研究、健康科学から得られた知見に基づいて、
子どもの語彙、心拍数、歩幅、集中力を考慮し、比喩表現を用い言葉と動
きを連動させること、心が弾んで体が弾むことなどを心がけて作成した。
　本研究では②と③を使用した。「すこやかキッズ」は２人組みの体操で、
歌詞で以下のことを伝えている。心地よく目覚める、人と一緒に楽しく食
べる、よく噛んで味わう、食事がエネルギーとなり体を作る、排便の爽快
感を知る、心拍数が上がり発汗するような身体活動量を確保する、戸外で
五感を充分に使って遊ぶ、疲れたら休む、入浴して体を清潔にする、安心
して入眠する、睡眠中に発育することなどである。歌詞を資料１に示す。
　｢はやねちゃん｣ は、早寝早起き朝ごはん運動のキャラクター5体（やな
せたかし作）を体の動きで表現している。歌詞を資料２に示す。
2)健康教育プログラムの実施
　実験群：（１クラス：47名）プログラム開始２週間前より、7名の学生
（３年生）がDVD「すこやかキッズ」「はやねちゃん」の２曲を視聴し歌と
体操を暗記した。保育実習事前指導の時間内に実験群の学生に見本を見せ、
モデルとしての役割を担った。そしてクラス全員で体を動かすように声掛
けをして皆で歌いながら体操した。
　統制群：（１クラス：45名）「すこやかキッズ」「はやねちゃん」のDVD試
聴のみを行い、教育的配慮から統制群においてもプログラムの１週間後に
実験群と同じプログラムを実施した。
　
⑶　質問紙（ポストテスト）の内容
　プログラム終了後に、統制群・実験群に同様のポストテストを配布した。
質問紙内容は以下の通りである。
１）気分調査票（坂野ら、1994）プレテストと同様の40項目、４件法
２）Endcores（藤本ら、2007）6）を参考に10項目を作成した。自己統制、
表現力、解読力などのコミュニケーションスキルをもとにした表現力に関
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する項目を参考に取り上げた。項目は　①相手の気持ちをしぐさから読み
取った　②自分の考えを言葉でうまく表現した　③自分の衝動や欲求を抑
えた　④自分の気持ちを表情からうまく表現した　⑤自分の感情や心理状
態をうまく察してもらった　⑥自分の気持ちをしぐさでうまく表現した　
⑦相手の表情や心理状態を敏感に感じ取った　⑧自分の感情をうまくコン
トロールした　⑨まわりの期待に応じた振る舞いをした　⑩相手の気持ち
を表情から読み取った の10項目である。回答は４件法で求めた。
３）健康プログラムを展開した学生には、プログラム終了後にポストテス
トを配布、取り組んだ感想と学びに関するアンケートも実施し回収した。
Ⅳ．結果
　分析にはIBM SPSS Statistics（version 20）を使用し分析を行った。また
IBM SPSS Missing ValueのEM法を用いて欠損値分析を行った。本研究では
福田ら（2012）7）のデータに再分析を行った。
　プレテスト時点の気分調査票（1994）において、実験群と統制群に差が
ないか t 検定を行った。その結果、気分調査票（坂野ら, 1994）の①緊張因
子④抑うつ因子⑤不安感因子に関しては実験群と統制群には差が見られた
ため、３因子を分析から削除した。そのためプレテスト時に差が存在しな
い②爽快感と③疲労感を気分調査票項目として投入し分析対象とした。
⑴　健康教育プログラムによる爽快感の変化
　群（実験群・統制群）×テスト（プレ・ポスト）の２要因分散分析を行
なった。その結果、群（実験群・統制群）とテスト（プレ・ポスト）の主
効果（群：（F（1，90）＝.111, ns）、テスト：（F（1，90）＝.812, ns））、群と
テストの交互作用（F（1，90）＝3.166, ns）ともに有意でなかった。このよ
うに健康プログラムによって爽快感に変化は生じなかった。群とテストの
２元配置分散分析結果をTable1に示す。また群ごとの爽快感におけるテス
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ト（プレ・ポスト）の平均値及び標準偏差をTable2に示す。
Table1　群（実験群・統制群）と爽快感のテスト（プレ・ポスト）の２元配置分散分析
Source SS df MS F p ηp2
between Subjects
群 1.878 1 1.878 .111 .739 .001
誤差 1518.660 90 16.874
Within Subjects
テスト 3.706 1.000 3.706 .812 .370 .009
テスト×群 14.446 1.000 14.446 3.166 .079 .034
誤差 410.658 90.000 4.563
Table2　群ごとの気分（爽快感・疲労感）におけるテスト（プレ・ポスト）の平均値及び標準偏差
１　統制群 気分 テスト 平均値 標準偏差
①爽快感 ①プレ　 18.94 3.10
②ポスト 18.66 2.82
②疲労感 ①プレ　 18.65 3.52
②ポスト 19.74 3.95
２　実験群 ①爽快感 ①プレ　 18.58 3.46
②ポスト 19.42 3.67
②疲労感 ①プレ　 18.24 4.07
②ポスト 17.93 4.41
⑵　健康教育プログラムによる疲労感の変化
　群（実験群・統制群）×テスト（プレ・ポスト）の２要因分散分析を行
なった。その結果、群（実験群・統制群）と疲労感のテスト（プレ・ポス
ト）の主効果（群：（F（1，87）＝.256, ns）、テスト：（F（1，87）＝10.542, 
p<.01））、群とテストの交互作用（F（1，87）＝4.172, p<.05）ともに有意
であった。その結果、健康プログラムによって実験群の方が統制群よりも
有意に疲労感が下がっていた。このように健康教育プログラムを行うこと
によって実験群では爽快感に差は表れなかったが、疲労感の気分の変容は
見られた。
　群ごとの健康教育プログラムによる疲労感の変化をFig1に示す。２元配
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置分散分析結果をTable3に示す。また群ごとの疲労感におけるテスト（プ
レ・ポスト）の平均値及び標準偏差をTable2に示す。
Fig1　実験群と統制群のプレテストからポストテストへの疲労感の変化
Table3　群（実験群・統制群）と疲労感のテスト（プレ・ポスト）の２元配置分散分析
Source SS df MS F p ηp2
between Subjects
群 6.815 1 6.815 .256 .614 .003
誤差 2316.949 87 26.632
Within Subjects
テスト 55.112 1.000 55.112 10.542 .002 .108
テスト×群 21.809 1.000 21.809 4.172 .044 .046
誤差 454.832 87.000 5.228
⑶　表現力尺度の作成と因子分析結果
　Encores（藤本ら，2007）の自己統制、表現力、解読力などのコミュニ
ケーションスキルをもとにした表現力に関する項目を参考に10項目を取り
上げた。10項目に対して主因子法による因子分析を行った。初期の固有値
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の減退状況から、２因子構造が妥当であると考えられた。そこで再度２因
子を仮定して主因子法、プロマックス回転による因子分析を行った。.45
以上の因子負荷量を基準として因子を抽出し、十分な因子負荷量を示さな
かった１項目を分析から除外し、残りの9項目に対して再度主因子法プロ
マックス回転による因子分析を行った。表現力尺度の因子負荷量をTable 4
に、表現力尺度の因子間相関をTable 5に示す。なお回転前の２因子で9項
目の全分散を説明する割合は60.0%であった。
Table 4　表現力尺度の因子負荷量
項目 Ⅰ Ⅱ
45　自分の感情や心理状態をうまく察してもらった 0.89 -0.22
42　自分の考えを言葉でうまく表現した 0.75 0.03
46　自分の気持ちをしぐさでうまく表現した 0.59 0.10
44　自分の気持ちを表情からうまく表現した 0.46 0.24
47　相手の表情や心理状態を敏感に感じ取った　 0.46 0.29
48　自分の感情をうまくコントロールした　 0.45 0.21
50　相手の気持ちを表情から読み取った -0.12 0.99
41　相手の気持ちをしぐさから読み取った 0.01 0.57
49　まわりの期待に応じた振る舞いをした 0.29 0.50
Table 5　表現力尺度の因子間相関
Ⅰ Ⅱ
Ⅰ − 0.62
Ⅱ −
　第１因子で負荷量の大きな項目は「自分の感情や心理状態をうまく察し
てもらった」「自分の考えを言葉でうまく表現した」「自分の気持ちをしぐ
さでうまく表現した」「自分の気持ちを表情からうまく表現した」「相手の
表情や心理状態を敏感に感じ取った」「自分の感情をうまくコントロール
した」などであり、第１因子は自身の考えや気持ちを言葉やノンバーバル
コミュニケーションで表現しようとする項目に高い負荷量を示していた。
65
「幼児のための健康教育・体育プログラム　はやねちゃん」の展開とその効果
そのため「表現力因子」と命名した。
　第２因子で負荷量の大きな項目は「相手の気持ちを表情から読み取った」
「相手の気持ちをしぐさから読み取れた」「まわりの期待に応じた振る舞い
をした」などであり、第２因子は相手の気持ちを読みとるなどの項目に高
い負荷量を示していた。そのため「他者への共感性因子」と命名した。
　このように第１因子「表現力因子」と第２因子「他者への共感性因子」
が抽出された。表現力尺度の２つの下位尺度の合計を算出し、項目数が異
なっているため項目平均値を下位尺度得点として計算した。内的整合性を
検討するために各下位尺度のα係数を算出したところ、第１因子「表現力
因子」のα係数は.83、第２因子「他者への共感性因子」のα係数は.75で
あり十分な値を示していた。
　表現力尺度の下位尺度間相関、平均値、標準偏差、α係数をTable 6に示
す。
Table 6　表現力尺度の下位尺度間相関,平均値,標準偏差,α係数
表現力因子 他者への共感性因子　　　 M SD α
表現力因子 ― .62＊＊ 2.5 .54 .83
他者への共感
性因子　　　 ― 2.66 .67 .75
＊＊p＜.01
⑷　健康教育プログラムによる表現力の変化
　表現力尺度はポストテストのみに実施した。そのため群（実験群・統制
群）ごとに表現力尺度に違いがあるのかを検討した。その結果、①表現力
因子の平均尺度得点（t（90）＝−4.36，p<.001）　②他者への共感性因子の
平均尺度得点（t（90）＝−3.38，p<.001）に有意差があり、実験群の方が健
康教育プログラムの体験後に①表現力因子と②他者への共感性因子が統制
群より高くなっていた。
　表現力尺度の下位尺度の平均値と標準偏差をTable 7に示す。
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Table 7　表現力尺度の下位尺度得点の平均値及び標準偏差
M SD
表現力因子 統制群 2.21 0.55
実験群 2.66 0.42
他者への共感性因子 統制群 2.37 0.68
実験群 2.81 0.58
⑸　統制群の気分の変化
　子どもの健康生活において重要であると思うもの6項目を合算し、子ど
もの健康生活における重要度得点として、中央値27点を境として高低群（低
群≦27＜高群）に分けた。そして子どもの健康生活における重要度（高・
低）群別に×気分調査票のポストテストの5因子の検定を行なったが、気
分調査票5因子の因子得点において有意差はなかった（緊張感：（t（87）
＝.99, ns；爽快感：（t（87）＝−1.01, ns；疲労感：（t（87）＝1.22, ns）；抑
うつ感：（t（87）＝.50, ns）；不安感：（t（87）＝−.82, ns）。このように統制
群の中でも健康の重要性を認識していれば、ビデオを視聴しているだけで
も効果が見られるのではないか考えたが、そのような結果は得られなかっ
た。今後は子どもの健康生活における重要性の認識項目を精査し、再度検
討していく必要があると思われる。
　健康生活の重要度得点の高低群別の統制群のポストテストにおける平均
値及び標準偏差をTable 8に示す。
Table 8　健康生活の重要度得点の高低群別の統制群のポストテストにおける平均値及び標準偏差
気分調査票 ①「緊張・興奮」 ②「爽快感」 ③「疲労感」 ④「抑うつ感」 ⑤「不安感」
低群 高群 低群 高群 低群 高群 低群 高群 低群 高群
M 15.26 14.44 18.57 19.26 18.82 17.78 15.03 14.55 18.6　 19.37
SD 3.43 3.98 3.15 3.13 4.06 3.85 4.3　 4.37 4.67 4.06
67
「幼児のための健康教育・体育プログラム　はやねちゃん」の展開とその効果
Ⅴ．考察と今後の課題
　本研究において、DVD視聴群よりも健康教育プログラム体験群の方が疲
労感が下がるという気分の変化が見られ、また実験群の方が健康教育プロ
グラムの体験後に①表現力因子と②他者への共感性因子の因子得点が統制
群より高くなっていた。このことから健康教育プログラムには一定の効果
があることが明らかになった。しかし子どもの健康生活における重要性の
認識度に関しては、項目数を増やすなど再検討の必要があると思われた。
　健康プログラムを展開した保育実習生のプログラム終了後の感想によれ
ば、「映像で見せるのと，実際に手本を見せるのではこんなに違うのだと
驚いた。子どもに何かを教えるにも実際に見せた方が楽しくなるのではな
いかと感じた」｢事前準備の大切さがわかった｣ ｢色々なことを想定して、
様々な事態に対応出来るよう、内容を組み立てる必要があることがわかっ
た｣「実習では自分一人で人前に立つことになるが、今回の経験で学んで
ことを活かし堂々と人前で指導できるように練習していきたいと感じた」
「子ども達に活動を楽しんでもらうためには、まず自分が楽しむことが大切
だとわかった｣ という記述が見られた。健康教育プログラムを主体的に取
り組んだ体験によって気づきや学びが示され、今後の実習において子ども
たちと関わるイメージも膨らんでいた。このように健康プログラムを展開
した学生には保育力の向上が示唆されていた。
　今後の課題としては、健康教育プログラムの効果測定項目および少人数
グループ別などプログラム実施形態の検討、また継続的な実践により保育
に対する意識や力量がどのように形成されていくのか、子どもに対して
行ったときに子どもと保育者にどのような変化があるのかなどを検討して
いきたいと考えている。
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Ⅵ．おわりに
　健康教育プログラムを学生の授業に取り入れることで、ある一定の効果
と気分の変容、表現力、他者への共感性の向上がみられた。将来保育者と
なる学生には、子どもの状況を客観的に把握し問題を焦点化する能力、そ
してそれらに基づいて健康教育活動を立案し展開する力などが望まれると
ころである。授業で保育における健康の知識や保育技術を学ぶことは重要
であるが、保育者が人的環境でもあることを考えると、加えて自身の感性
を磨き体験を重ねることも必要ではないだろうか。
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